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SVMのルーティングを管理します。

SVMルーティングの概要

SVMのルーティング テーブルは、SVMがデスティネーションとの通信に使用するネット
ワーク パスを決めるものです。ネットワークの問題を未然に防ぐためには、ルーティン
グ テーブルの仕組みを理解しておくことが重要です。

ルーティング ルールは次のとおりです。

• ONTAPは、最も限定的かつ使用可能なルートでトラフィックをルーティングします。

• より限定的なルートがない場合、最後の手段としてデフォルト ゲートウェイ ルート（0ビットのネットマ
スク）でトラフィックがルーティングされます。

デスティネーション、ネットマスク、メトリックが同じでルートが複数ある場合、リブート後またはアップグ
レード後に同じルートが使用される保証はありません。複数のデフォルト ルートを設定している場合は、こ
の点が特に問題となります。

SVMにはデフォルトルートを1つだけ設定することを推奨します。システム停止を回避するには、より具体的
なルートでは到達できないネットワークアドレスにデフォルトルートが到達できることを確認する必要があり
ます。詳細については、技術情報アーティクルを参照してください。 "SU134 ： clustered ONTAP で誤った
ルーティング設定が行われるとネットワークアクセスが中断される可能性があります"

静的ルートを作成します。

Storage Virtual Machine（SVM）内で静的ルートを作成して、LIFが発信トラフィックを
ネットワークでどのように使用するかを制御できます。

SVMに関連付けられたルートエントリを作成すると、そのルートが、ゲートウェイと同じサブネットにあ
り、指定したSVMに所有されているすべてのLIFで使用されます。

ステップ

コマンドを使用し `network route create`てルートを作成します。

network route create -vserver vs0 -destination 0.0.0.0/0 -gateway

10.61.208.1

マルチパスルーティングの有効化

複数のルートが1つの宛先に対して同じメトリックを持つ場合、発信トラフィック用に選
択されるルートは1つだけです。これにより、発信トラフィックの送信に他のルートが使
用されなくなります。マルチパスルーティングをイネーブルにすると、使用可能なすべ
てのルートをメトリックに応じてロードバランシングできます。ECMPルーティングで
は、同じメトリックの使用可能なルート間でロードバランシングが行われます。
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手順

1. advanced権限レベルにログインします。

set -privilege advanced

2. マルチパスルーティングを有効にします。

network options multipath-routing modify -is-enabled true

クラスタ内のすべてのノードでマルチパスルーティングが有効になっている。

network options multipath-routing modify -is-enabled true

ONTAPで静的ルートを削除する

不要な静的ルートをStorage Virtual Machine（SVM）から削除できます。

ステップ

コマンドを使用し `network route delete`て、静的ルートを削除します。

リンクhttp://docsの詳細については、ONTAPコマンドリファレンスを参照してください。NetApp .com /us-en/

ONTAP -CLI/ network-route-delete.html[network route^]コマンドを参照してください。

次の例は、SVM vs0に関連付けられている、ゲートウェイ10.63.0.1、デスティネーションIPアドレス0.0.0.0/0

の静的ルートを削除します。

network route delete -vserver vs0 -gateway 10.63.0.1 -destination

0.0.0.0/0

ルーティング情報を表示します。

クラスタの各 SVM のルーティング設定に関する情報を表示することができます。この
情報は、クライアントアプリケーションまたはサービスとクラスタ内のノード上の LIF

との接続に関連するルーティングの問題を診断するのに役立ちます。

手順

1. コマンドを使用し `network route show`て、1つ以上のSVM内のルートを表示します。次の例は、 vs0 と
いう SVM に設定されているルートを表示しています。
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network route show

  (network route show)

Vserver             Destination     Gateway         Metric

------------------- --------------- --------------- ------

vs0

                    0.0.0.0/0       172.17.178.1    20

2. コマンドを使用し `network route show-lifs`て、1つ以上のSVM内のルートとLIFの関連付けを表示します。

次の例は、 vs0 という SVM が所有しているルートと LIF の関連付けを表示しています。

network route show-lifs

  (network route show-lifs)

Vserver: vs0

Destination             Gateway                 Logical Interfaces

----------------------  --------------          --------------------

0.0.0.0/0               172.17.178.1            cluster_mgmt,

                                                LIF-b-01_mgmt1,

                                                LIF-b-02_mgmt1

3. コマンドを使用して network route active-entry show、1つ以上のノード、SVM、サブネットに
設定されているルート、または指定したデスティネーションに一致するルートを表示します。

次の例は、特定の SVM に設定されているすべてのルートを表示しています。

network route active-entry show -vserver Data0

Vserver: Data0

Node: node-1

Subnet Group: 0.0.0.0/0

Destination             Gateway              Interface   Metric  Flags

----------------------  -------------------  ---------   ------  -----

127.0.0.1               127.0.0.1            lo              10  UHS

127.0.10.1              127.0.20.1           losk            10  UHS

127.0.20.1              127.0.20.1           losk            10  UHS

Vserver: Data0

Node: node-1

Subnet Group: fd20:8b1e:b255:814e::/64

Destination             Gateway              Interface   Metric  Flags

----------------------  -------------------  ---------   ------  -----

default                 fd20:8b1e:b255:814e::1

                                             e0d             20  UGS
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fd20:8b1e:b255:814e::/64

                        link#4               e0d              0  UC

Vserver: Data0

Node: node-2

Subnet Group: 0.0.0.0/0

Destination             Gateway              Interface   Metric  Flags

----------------------  -------------------  ---------   ------  -----

127.0.0.1               127.0.0.1            lo              10  UHS

Vserver: Data0

Node: node-2

Subnet Group: 0.0.0.0/0

Destination             Gateway              Interface   Metric  Flags

----------------------  -------------------  ---------   ------  -----

127.0.10.1              127.0.20.1           losk            10  UHS

127.0.20.1              127.0.20.1           losk            10  UHS

Vserver: Data0

Node: node-2

Subnet Group: fd20:8b1e:b255:814e::/64

Destination             Gateway              Interface   Metric  Flags

----------------------  -------------------  ---------   ------  -----

default                 fd20:8b1e:b255:814e::1

                                             e0d             20  UGS

fd20:8b1e:b255:814e::/64

                        link#4               e0d              0  UC

fd20:8b1e:b255:814e::1  link#4               e0d              0  UHL

11 entries were displayed.

ルーティングテーブルからの動的ルートの削除

IPv4 と IPv6 の ICMP リダイレクトを受信すると、動的ルートがルーティングテーブル
に追加されます。デフォルトでは、ダイナミックルートは300秒後に削除されます。動
的ルートを維持する時間を変更する場合は、タイムアウト値を変更できます。

タスクの内容

0~65 、 535 秒のタイムアウト値を設定できます。値を 0 に設定すると、ルートは無期限になります。動的ル
ートを削除すると、無効なルートの永続性が原因で接続が切断されるのを防ぐことができます。

手順

1. 現在のタイムアウト値を表示します。

◦ IPv4の場合：
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network tuning icmp show

◦ IPv6の場合：

network tuning icmp6 show

2. タイムアウト値を変更します。

◦ IPv4の場合：

network tuning icmp modify -node node_name -redirect-timeout

timeout_value

◦ IPv6の場合：

network tuning icmp6 modify -node node_name -redirect-v6-timeout

timeout_value

3. タイムアウト値が正しく変更されたことを確認します。

◦ IPv4の場合：

network tuning icmp show

◦ IPv6の場合：

network tuning icmp6 show
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